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発 言 通 告 表 （ 施政方針に対する質問 ）  

                                      令和４年２月定例会 

 

順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 
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望月  昇（２４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「施策の大要」について 

(1) 第１『安心できる暮らしを守るまち』を実現するための

施策について 

  「消費者教育につきましては、消費者市民社会の実現に

向け、自らの選択と行動が社会全体に与える影響を考慮で

きる消費者を育成するため『第３次富士市消費者教育推進

計画』を策定いたします」とあるが、内容と策定時期につ

いて伺う。 

(2) 第２『次代を担うひとを育むまち』を実現するための施

策について 

 ① 「母子健康手帳の情報管理機能に加え、子育て情報の 

配信、各種電子申請手続機能を備えた子育て支援スマー 

トフォンアプリの運用を開始いたします」とあるが、具

体的な内容について伺う。 

 ② 「図書館につきましては、市民の読書環境を充実させ

るため、来館を必要としない電子書籍貸出サービスを開

始し、県内屈指のタイトル数を取り揃えるとともに、移

動図書館の車両台数を増やし、巡回ステーションの場

所・回数等の見直しを図ってまいります」とあるが、具

体的な内容について伺う。 

(3) 第３『支え合い健やかに過ごせるまち』を実現するため

の施策について 

  「国の方針により子宮頸がん予防ワクチンの接種勧奨を

平成25年６月から差し控えていたことで、接種機会を逃し

た方を対象に、改めて接種機会を提供するキャッチアップ

接種を実施するとともに、同対象者のうち既に自費で接種

を受けた方や、予防効果が高いとされる新ワクチンの任意

接種を希望する方への補助制度を創設いたします」とある

が、具体的な内容について伺う。 
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